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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、 1990 年代の初頭にアフガニスタンのバーミヤン渓谷北部に位置
するザルガラーン地区の石窟跡から発見され、ノルウェーのスコイエン・コ
レクションを主とする世界各地のコレクションに引き取られた、インド系文
字で書写された大量の仏教写本類について、海外の研究協力者とともに解読
研究を行うことを目的とした。写本類を解読するために国際共同研究が立ち
上げられ、本研究に先立って、すでに３巻の報告書がオスロより出版されて
いるが、今回の４年間の研究期間を通して解読が継続され、その成果が報告
書第４巻として出版される予定である。  
 
研究成果の概要（英文）：  
 The purpose of  this  research project  is  to  study on a  huge cache of  
Buddhist  manuscript  fragments written in various kinds of  Indic  script  
discovered from the ruins of  a  stone monastery in the Zargaran district  
located in the eastern part  of  the Bamiyan valley during the early 1990s.  
These various manuscripts are preserved by dif ferent col lectors in Europe 
and America,  as well  as Japan,  with the most representative one being the 
Schoyen Collection of  Norway.  An international  jo int  research team has 
begun to decipher these manuscripts,  and the results  of  our research 
f indings have been published in three volumes and the forth one wil l  be  
released in Oslo in the near future as a  result  of  the four years research 
project .  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

2008 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

2009 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

2010 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

  年度  

総 計 12,800,000 3,840,000 16,640,000 

 
 
研究分野：人文学  
科研費の分科・細目：哲学・印度哲学（仏教学を含む）  
キーワード：仏教学、アフガニスタン、写本  
 
１ ． 研 究 開 始 当 初 の 背 景   旧 ソ ビ エ ト の ア フ ガ ニ ス タ ン 介



入 に 始 ま り 、 世 界 同 時 多 発 テ ロ か
ら ア フ ガ ン 戦 争 を 経 て 現 在 に 至 る
ア フ ガ ニ ス タ ン の 状 況 は 、 周 辺 部
を 含 む 現 地 の 荒 廃 と 引 き 換 え に 、
世 界 の 古 写 本 マ ー ケ ッ ト に 膨 大 な
量 の ア フ ガ ニ ス タ ン 出 土 仏 教 文 献
の 流 入 と い う 、 皮 肉 な 結 果 を も た
ら し た 。 マ ー ケ ッ ト に 現 れ た 仏 教
文 献 の 大 部 分 は 、 欧 米 お よ び 我 が
国 の 研 究 機 関 あ る い は 蒐 集 家 に 引
き 取 ら れ て い っ た 。 そ の よ う な 状
況 下 、 1990 年 代 の 初 頭 に 、 タ リ バ
ー ン に よ っ て 爆 破 さ れ た 二 体 の バ
ー ミ ヤ ン 大 仏 よ り １ .２ キ ロ メ ー
ト ル ほ ど 東 に 離 れ た ザ ル ガ ラ ー ン
地 区 の 崩 壊 し た 石 窟 寺 院 跡 か ら 、
古 代 の 仏 教 写 本 の 断 簡 類 が 大 量 に
発 見 さ れ 、 そ れ ら は パ キ ス タ ン か
ら ヨ ー ロ ッ パ の 古 美 術 マ ー ケ ッ ト
を 経 由 し て 、 ノ ル ウ ェ ー の ス コ イ
エ ン ・ コ レ ク シ ョ ン 、 米 国 の ア ダ
ム ス ・ コ レ ク シ ョ ン 、 我 が 国 の 平
山 郁 夫 コ レ ク シ ョ ン 、 林 寺 厳 州 コ
レ ク シ ョ ン ら に 分 割 し て 引 き 取 ら
れ た 。 発 見 さ れ た 写 本 断 簡 類 は 、
破 片 も 入 れ る と 全 体 で １ 万 点 以 上
に 上 る が 、 仏 教 研 究 に 寄 与 す る と
思 わ れ る 、 数 行 以 上 の 文 章 を と ど
め る 断 簡 だ け で も 約 ２ ０ ０ ０ 点 を
数 え た 。 そ れ ら の 写 本 断 簡 類 は 、
西 方 ア ラ ム 文 字 の 影 響 を 受 け た カ
ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 字 、 ク シ ャ ー ナ
王 朝 期 の イ ン ド 固 有 の ブ ラ ー フ ミ
ー 文 字 、 グ プ タ 王 朝 期 の ブ ラ ー フ
ミ ー 文 字 、 ギ ル ギ ッ ト ・ バ ー ミ ヤ
ン 文 字 と い っ た 、 ２ 世 紀 か ら ８ 世
紀 に か け て の イ ン ド 系 で 貝 葉 、 樺
皮 、 獣 皮 に 書 写 さ れ た ガ ン ダ ー ラ
語 あ る い は サ ン ス ク リ ッ ト 語 （ 梵
語 ） の 仏 教 文 献 で あ っ た 。 そ の 中
に は 、 カ ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 字 に よ
る ガ ン ダ ー ラ 語 の 『 大 般 涅 槃 経 』
（ ２ 世 紀 ） 、 同 じ く カ ロ ー シ ュ テ
ィ ー 文 字 に よ る ガ ン ダ ー ラ 語 の 大
乗 経 典 で あ る 『 賢 劫 経 』 『 菩 薩 蔵
経 』『 集 一 切 福 徳 三 昧 経 』（ ２ -３
世 紀 ） 、 ク シ ャ ー ナ 文 字 に よ る サ
ン ス ク リ ッ ト 語 の『 八 千 頌 般 若 経 』
（ ３ 世 紀 ）、グ プ タ 文 字 に よ る『 勝
鬘 経 』『 阿 闍 世 王 経 』（ ４ -５ 世 紀 ）、
ギ ル ギ ッ ト ・ バ ー ミ ヤ ン 第 １ 型 文
字 に よ る 『 無 量 寿 経 』 『 金 剛 般 若
経 』（ ６ -７ 世 紀 ）、 同 じ く ギ ル ギ
ッ ト ・ バ ー ミ ヤ ン 第 １ 型 文 字 に よ
る 因 縁 物 語 付 き の 大 衆 部 教 団 所 属
の 『 法 句 経 』 （ ６ 世 紀 ） な ど の 、
驚 く べ き 内 容 と 年 代 の 仏 教 文 献 が

数 多 く 含 ま れ て い た 。 ま た 、 ほ ぼ
同 時 期 に パ キ ス タ ン の ギ ル ギ ッ ト
か ら も 、 約 ５ ０ ０ 葉 に 及 ぶ 説 一 切
有 部 教 団 の 『 長 阿 含 経 』 写 本 を 含
む 多 数 の 写 本 類 が 発 見 さ れ 、 そ れ
ら も 分 割 さ れ て 複 数 の コ レ ク シ ョ
ン に 引 き 取 ら れ て た 。 こ れ ら 新 発
見 の 貴 重 な 写 本 断 簡 類 が 仏 教 研 究
に も た ら す 価 値 は 計 り し れ な い も
の が あ る 。 古 代 に 仏 教 が 栄 え た バ
ー ミ ヤ ン か ら 生 の 同 時 代 資 料 が 発
見 さ れ た の で あ る 。 こ れ ら 写 本 類
に 対 す る 解 読 研 究 を 速 や か に 行 な
っ て 学 界 に 公 表 す る こ と は 、 日 本
お よ び 世 界 の 仏 教 研 究 者 か ら 強 く
求 め ら れ て い る と こ ろ で あ る 。 本
研 究 に 先 立 っ て 、 研 究 代 表 者 は 前
段 階 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 、 欧 米
の 研 究 者 た ち と 共 に 国 際 共 同 研 究
と し て す で に 行 い 、 ３ 巻 の 共 同 研
究 報 告 書 を 英 文 で ノ ル ウ ェ ー の オ
ス ロ よ り 出 版 し て い る が 、 既 出 版
の ３ 巻 に 含 ま れ る 写 本 類 は 発 見 さ
れ た 写 本 全 体 の ２ 割 程 度 に す ぎ ず 、
残 り の 重 要 な 写 本 類 を 継 続 し て 解
読 出 版 す る た め に 科 学 研 究 費 補 助
金 に 応 募 し た 。  
 
２．研究の目的  
 バ ー ミ ヤ ン を 含 む 広 い 意 味 で の ガ

ンダーラ地域からは、仏・菩薩像等の

多 く の 仏 教 美 術 品 は 発 見 さ れ て い る

が、古代の仏教思想そのものを伝える

文字資料は、ほとんど発見されてこな

かった。アフガニスタンの混乱の結果

とはいえ、仏教に関する文字資料が破

片 も 入 れ て １ 万 点 以 上 も バ ー ミ ヤ ン

から発見された意味は、非常に大きな

ものがあると言える。これらの新たな

写本断簡類が出版されたなら、世界の

仏教研究のみならず、インド文字研究

あ る い は イ ン ド 古 典 研 究 に 多 大 な 貢

献をなしうることと信じる。仏教研究

に と っ て 重 要 な 資 料 で あ る 新 発 見 の

写 本 を 一 刻 も 早 く 解 読 し て 継 続 的 に

出 版 し て 学 界 を 裨 益 す る こ と が 本 研

究の目的である。 

 
３．研究の方法  
 ノルウェーのスコイエン・コレクシ

ョ ン に 含 ま れ る ア フ ガ ニ ス タ ン 出 土



写本断簡類については、海外の研究協

力 者 と 連 絡 を 取 り な が ら 分 担 し て 写

本解読を行うと共に、各研究協力者を

１週間から２週間程度、研究代表者が

勤 務 す る 研 究 機 関 に 定 期 的 に 招 い て

研 究 会 を 開 催 し て 共 同 研 究 を 行 う 方

法を取った。研究対象となる写本類に

ついては、すでに研究代表者および海

外研究協力者は写真とデジタル・デー

タですべて入手し、すでにその一部を

３ 巻 の 報 告 書 と し て オ ス ロ よ り 出 版

しているが、研究会では、残された膨

大な量の写本断簡類について、４年間

の研究期間の間、各研究者が事前に各

自解読を行った成果を持ち寄り、最終

的な解読と英訳作業を行った。さらに、

スコイエン・コレクション以外で未出

版 の ま ま 残 さ れ て い る 重 要 資 料 で あ

る ギ ル ギ ッ ト か ら 発 見 さ れ た と 伝 え

られるサンスクリット語による『長阿

含経』写本についてはも、海外の研究

協 力 者 と と も に 出 版 の た め の 解 読 研

究を行った。また海外の研究協力者を

招いた研究会においては、研究代表者

に 不 足 し て い る 知 識 に つ い て 助 言 を

求めた。さらに研究代表者自身は、関

連 す る 資 料 を 所 蔵 す る 海 外 の コ レ ク

ションを現地調査して、研究代表者が

所 持 し て い る 写 真 等 で は 判 読 で き な

い箇所の確認作業を行った。 

 
４．研究成果 

 ４ 年 間 の 研 究 期 間 中 に 解 読 を 終 え

た写本は、約1000点の写本断簡類であ

るが、これら解読を終了した断簡類に

ついて、研究成果報告書の第４巻とし

てオスロより出版する準備を整えた。

これによって、既刊の３巻と併せて、

１ 万 点 に 上 る 断 簡 類 全 体 の 約 ４ 割 が

出版されることになる。さらに研究成

果の一部については、出版を待たずに、

海 外 の 学 会 に 参 加 し て 順 次 口 頭 発 表

を行った。また、平成２２年１１月末

より２３年５月末までの半年間、タイ

仏 教 界 お よ び タ イ 王 室 の 全 面 的 支 援

のもと、バンコクにおいて、スコイエ

ン・コレクションのアフガニスタン出

土 仏 教 写 本 に 関 す る 特 別 展 を 行 っ た

こ と も 研 究 成 果 の 一 部 と し て 付 記 し

ておきたい。 
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